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…髙倉 裕…（ 81 ）
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根寄生雑草の生存戦略を逆手にとった防除法確立に向けて
…瀬戸 義哉…（ 85 ）
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人と酒類のサステナブルな関係
…中村 彰宏…（ 89 ）

バイオ系のキャリアデザイン
反省はするが後悔はしない…大槻 隆司…（ 90 ）

プロジェクト・バイオ
バイオ化学品の社会実装～酵母が作る高機能界面活性剤～
…北本 大・福岡 徳馬・森田 友岳…（ 96 ）

談話室
食品産業の商品開発者に知ってほしい栄養疫学の重要性～食情報の使い手・作り手としての心構え
…児林 聡美…（ 99 ）

Branch Spirit
西日本支部：高知の酒造り…上東 治彦…（ 100 ）
今月のJournal of Bioscience and Bioengineering…（ 103 ）

 
バイオインフォメーション…（ 104 ）

 
研究部会

培養技術研究部会 第2回技術セミナー 会告…（ 105 ）⇒
本部だより

【日本生物工学会100周年記念事業】 産学連携委員会・培養技術研究部会 共同企画
2022年教育セミナー「培養技術勉強会」 会告…（ 106 ）⇒
書評…（ 107 ）

 
お詫びと訂正…（ 108 ）
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